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3 款 1 項 4 目

（単位：千円）

【事業概要】

　

【補正概要】

【 事業費の内訳 】

【 事業スケジュール 】

*現計予算額とは、当初予算額と補正予算額の合計のことを指します。

④金沢プール測量・分筆事

50,654 0

29,000
402 0 402

今回補正額

合　　　　計 1,662,721 29,000

②保守・点検・修繕事業

29,000
(29,000)

　令和元年の台風15号により、金沢区福浦・幸浦地区では、約830ｍにわたり護岸が倒壊し、背後の産業団地の事業所で浸
水被害が生じました。また、幸浦地区の横浜市金沢プール（リネツ金沢）（にぎわいスポーツ文化局）及び焼却工場（資
源循環局）（護岸部分は環境創造局）については、前面護岸の倒壊はなかったものの、建物の損壊や浸水被害が生じまし
た。
　そこで、再度の災害防止の観点から、当該護岸部分を所管するにぎわいスポーツ文化局及び環境創造局と海岸保全施設
（本体工事）の整備を行う港湾局の３局で、それぞれの役割を定めたうえ、整備を進めています。
　加えて、整備後には、にぎわいスポーツ文化局・環境創造局ともに港湾局へ所管換えを行い、港湾局において港湾工事
の製作ヤードや災害時の防災拠点等、公共的利用を図り、一元的に管理していきます。

　＜整備の概要＞
　①消波ブロックの整備（第一防護ライン）
　②既設パラペットの嵩上げ（第二防護ライン）
　③防潮堤の整備（第３防護ライン）
　※①②ともに令和３年度実施済み（隣接する港湾局・環境創造局部分についても実施済み）、③は令和５年度実施中

　上記護岸整備後は、にぎわいスポーツ文化局・環境創造局ともに港湾局へ所管換えを行い、港湾局において港湾工事の
製作ヤードや災害時の防災拠点等、公共的利用を図り、一元的に管理していきます。
　所管換えに伴い、横浜市金沢プール（リネツ金沢）敷地部分は今後測量・分筆が必要となります。一方で環境創造局敷
地部分はすでに測量・分筆を終えており、今年度中には所管換えを完了する予定です。
　そのため、港湾局において一元的に管理することで効率的かつ円滑な防災機能の維持を図れるよう、にぎわいスポーツ
文化局部分についても所管換えを早期に完了させる必要があるため、測量・分筆にかかる費用について補正要求します。

　対象箇所：横浜市金沢プール（リネツ金沢）：約15,000㎡

　測量・分筆期間（予定）：令和６年４月～令和６年７月

現計予算額
A

補正額
B

補正後
現計予算額

A+B
説　　　　明

882,783
(0) (29,000)

29,000

25,615 754,000
(0) (0) (0) (0)

執行見込額
1,691,721 17,389 11,934

17,389 11,934 25,615 754,000 853,783

一般財源

現計予算額
*

1,662,721

財　源　内　訳

①指定管理施設等管理運営
事業

一 般 財 源 等
区　分 金　額 国 県 負担金 その他 市債

スポーツ施設管理運営事業

２ 月 補 正 事 業 計 画 書

令和５年度 にぎわいスポーツ文化

事  業  名

Ｒ５年度 Ｒ６年度

③特定天井脱落対策・空調
設備設置事業

791,913 0

1,691,721
⑤事務費

791,913

819,752 0 819,752

３月 ４月 ５月 ６月 ７月

29,000

50,654

10月
契約準備
・手続き

契約 測量・分筆 所管換え実施

９月

0 金沢プール測量・分筆
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【事業概要】

【補正概要】

【 事業費の内訳 】

【 事業スケジュール 】

*現計予算額とは、当初予算額と補正予算額の合計のことを指します。

横浜プールセンターＰＣＢ処理事業

２ 月 補 正 事 業 計 画 書

令和５年度 にぎわいスポーツ文化

事  業  名

財　源　内　訳 一 般 財 源 等
区　分 金　額 国 県 負担金 その他 市債 一般財源

現計予算額
*

0 0 0 0

執行見込額
14,700 0 0

(0) (0) (0) (0)
14,700

(0) (14,700)
14,700 14,700

(14,700)

　横浜プールセンターについて、調査を実施したところ、施設の塗膜に低濃度PCBが含有されていることが判明しましたの
で、PCB特措法に定める期限（令和9年(2027年)3月31日）内にPCB処分を実施します。

　横浜プールセンターについて、調査を実施したところ、施設の塗膜に低濃度PCBが含有されていることが判明しました。
PCB特措法が定める期限（令和9年(2027年)3月31日）内にPCB処分を実施するため、処分方法の検討に係る費用を増額しま
す。
【施設概要】
　施設名　：横浜プールセンター
　設置　　：昭和 40 年７月（築 58 年）
　土地面積：32,849㎡
　施設　　：流水大プール、小プール、幼児プール、滑り台など

【塗膜についてPCB含有が判明した箇所】
　プール・プールサイド・手すり等

現計予算額
A

補正額
B

補正後
現計予算額

A+B
説　　　　明

横浜プールセンター
ＰＣＢ等処理事業

0 14,700 14,700 低濃度PCBの早期処分に係る経費の増

Ｒ５年度 Ｒ６年度
３月 ４月

14,700

７月 ８月 ９月 10月

今回補正額

合　　　　計 0 14,700

契約準備・手続き 契約

11月

処分方法検討

12月 １月 ２月５月 ６月
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【事業概要】

　

【補正概要】

【 事業費の内訳 】

【 事業スケジュール 】

*現計予算額とは、当初予算額と補正予算額の合計のことを指します。

２ 月 補 正 事 業 計 画 書

令和５年度 にぎわいスポーツ文化

事  業  名

観光施設維持管理事業

財　源　内　訳 一 般 財 源 等
区　分 金　額 国 県 負担金 その他 市債 一般財源

現計予算額
*

118,442 118,442

執行見込額
197,307 197,307

78,865
今回補正額

(78,865) (0) (0) (0) (0)

補正額
B

補正後
現計予算額

A+B
説　　　　明

(0) (78,865)
78,865

①観光施設維持管理事業 118,442 0 118,442

本市所管観光施設（横浜人形の家、横浜マリンタワー等）の維持管理・運営を実施。

＜横浜人形の家とあかいくつ劇場の概要＞
　本施設は、人形の保管及び展示等を行い、横浜市の観光振興を図るとともに、市民文化の振興に寄与するために設置さ
れた施設です。あかいくつ劇場は、本施設にある収容人数147席の劇場で、人形劇等の実施による人形劇文化の発展と継承
に寄与する施設です。

　横浜人形の家において、劇場（あかいくつ劇場）の舞台吊物が老朽化し落下等の危険性があること、排気ファンや防火
ダンパーが故障しており火災時の避難等に支障をきたすことが設備点検等により判明しました。利用者の安全性を確保す
るため、修繕工事を実施します。

〇横浜人形の家維持管理事業　　78,865千円
【内訳】
　・劇場舞台吊物・幕更新工事：■■■千円
　・排気ファン等修繕　　　　：■■■千円

現計予算額
A

②横浜人形の家維持管理事
業

0 78,865 78,865
利用者の安全性確保のための修繕工事
を実施

合　　　　計 118,442 78,865 197,307

R5年度 R6年度
3月 4月 5月 6月 7月 8月

工事

9月 10月 11月 12月 1月 2月
契約準備
・手続き

契約

契約準備
・手続き

契約

3月
劇場舞台吊物
・幕更新工事

吊物・幕の設計・製作 工事

排気ファン等修繕 機器発注・製作




